
　
脱
温
暖
化
ネ
ッ
ト
お
ん
ど
は
、

平
成
十
七
年
二
月
に
公
衛
協
が

中
心
と
な
り
、
自
治
会
、
女
性

会
、
漁
協
な
ど
と
の
連
携
に
よ

り
発
足
し
た
。
廃
棄
カ
キ
筏
の

竹
を
回
収
し
、
竹
炭
を
作
っ
て

販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
昨

年
か
ら
は
、
推
進
員
の
企
画
で

ス
タ
ー
ト
し
た
「
お
ん
ど
Ｏ
Ｈ
！

箸
」
と
い
う
音
戸
大
橋
に
掛
け

た
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、
マ
イ
箸
持

参
事
業
も
実
施
。
音
戸
ら
し
さ

を
考
え
、
地
域
の
特
色
を
活
か

し
た
活
動
メ
ニ
ュ
ー
が
増
え
て

い
る
。

　
発
足
当
初
よ
り
、
継
続
し
て

力
を
入
れ
て
実
施
し
て
い
る
の

が
「
昔
の
生
活
を
思
い
出
そ
う
・

省
エ
ネ
ラ
イ
フ
Ｓ
50
お
ん
ど
」

事
業
だ
。
昭
和
五
十
年
代
の
生

活
様
式
を
再
検
討
し
、
地
球
に

優
し
い
生
活
を
送
ろ
う
と
始
め

た
。
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り

昔
の
省
エ
ネ
手
法
を
調
査
し
、

「
夏
の
打
ち
水
・
冬
の
湯
た
ん

ぽ
」
と
い
う
二
つ
の
テ
ー
マ
に

絞
り
、
啓
発
活
動
や
一
斉
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

　
三
年
目
に
な
る
今
年
の
夏
も
、

七
・
八
・
九
月
の
三
カ
月
間
、

第
二
日
曜
日
を
「
一
斉
打
ち
水

の
日
」
と
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
す
る
。
午
後
五
時
を
目

処
に
自
宅
周
辺
な
ど
に
水
を
ま

き
、
冷
房
器
具
の
電
源
を
切
っ

て
地
域
ぐ
る
み
で
温
暖
化
防
止

に
挑
戦
す
る
。

　
今
年
は
、
さ
ら
な
る
住
民
参

加
を
呼
び
か
け

よ
う
と
、
軽
ト

ラ
ッ
ク
に
貯
水

槽
を
積
ん
だ
散

水
車
「
瀬
戸
の

夕
凪
号
」
を
手

づ
く
り
し
た
。

七
月
十
三
日
に

実
施
し
た
一
回

目
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
デ
ビ
ュ

ー
し
、
住
宅
地

を
巡
回
し
、
雨

水
な
ど
を
撒
き
、

啓
発
し
て
回
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
も
打
ち
水
に

参
加
し
、
打
ち
水
に
よ
っ
て
起

き
る
涼
風
を
肌
で
感
じ
た
。

　
会
長
の
島
本
博
基
さ
ん
は
「
推

進
員
の
仲
間
が
増
え
て
い
る
こ

と
が
、
活
動
の
大
き
な
活
力
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
を
巻
き
込
ん
で

い
き
た
い
。
打
ち
水
も
、
毎
日

で
も
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と
今

後
へ
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
今
後
、
打
ち
水
の
効
果
に
よ

る
冷
房
器
具
の
使
用
時
間
の
削

減
に
つ
い
て
、
住
民
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
と
り
、
成
果
を
数
字
で

把
握
す
る
予
定
だ
。

（
脱
温
暖
化
セ
ン
タ
ー
ひ
ろ
し
ま
）

　地球温暖化防止活動推進員を対象にしたステ
ップアップ研修の一環である「仲間づくり研修」
が、当センターの主催により７月５日・６日の
両日、も
みのき森
林 公 園
（廿日市
市）で開
催された。
　研修の
対象者は、ＴＥＡ
Ｍ（地域協議会）
に所属する推進員
あるいはＴＥＡＭ
の立ち上げをめざ
す推進員のグルー
プで、県内の推進
員３７人が参加し
た。
　研修では、主に
地域の脱温暖化実
践活動の企画づく
りを行い、出来上がった企画は、昨年に引き続き、
当センターで実施する「ひろしまわが町の温暖
化対策エコレシピオーディション」に出品する
予定。
　企画は、地域のシンボル的な一品を活かした
温暖化対策事業とし、１１月下旬に開催予定の「オ
ーディション」に向けて、グループごとに企画
の実践・効果検証を行うことで、より温暖化対
策の実効性の高い事業（エコレシピ）へと仕上
げていく。

　研修に参加した「ひがしひろしま環境家族」は、
大学生や留学生、企業の赴任者など、東広島市
で新たに生活を始める「フレッシュマン」が多

いことか
ら、これ
らの人々
を対象に
した「フ
レッシュ
マンのた

めのエコ生活応援
出前講座」を企画。
温暖化の学習をは
じめ、ごみの出し
方講座や子ども・
家族向けの学習、
留学生への日本文
化再発掘講座など
ユニークなメニュ
ーがそろっている。
　その他、因島の
推進員グループは、

島のかつての特産品である「除虫菊」に着目、
蚊取り線香を作り、自然の風と香りでエコの夏
を推進する事業を企画するなど、いずれも今後
の展開が楽しみである。
　これらの事業の展開を通じて、温暖化対策の
ためのリーダーである推進員や地域の核である
ＴＥＡＭを中心に、さらに当センターも関わり
ながら、各地域での脱温暖化の取り組みを広く
県内へと広めていきたい。

（脱温暖化センターひろしま）

　
七
月
十
七
日
、

世
羅
町
に
県
内
で

十
六
番
目
と
な
る

地
球
温
暖
化
対
策

地
域
協
議
会
「
脱

温
暖
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
せ
ら
」
が
誕

生
し
た
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
せ
ら
は
、

地
域
ぐ
る
み
で
脱

温
暖
化
の
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
そ
う
と
、

公
衛
協
や
森
林
組
合
、

商
工
会
や
地
元
の

高
等
学
校
な
ど
が
構
成
員
と
な
っ

て
組
織
さ
れ
た
。

　
主
な
活
動
は
、
現
在
世
羅
町
と

当
会
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が

協
働
で
策
定
し
て
い
る
「
世

羅
町
地
球
温
暖
化
対
策
地

域
推
進
計
画
（
仮
称
）」
の

検
討
の
ほ
か
、
計
画
に
描

か
れ
る
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
の
実
践
で
あ
る
。

こ
の
会
の
名
称
は
、
協
議

す
る
だ
け
の
組
織
で
は
な
く
、

実
践
活
動
を
重
視
し
た
い

と
の
思
い
か
ら
名
付
け
ら

れ
た
。

　
こ
の
度
の
設
立
に
は
、

会
の
名
付
け
親
で
も
あ
る
、
四
人

の
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
四
人
は

こ
れ
ま
で
に
、
世
羅
町
で
起
こ
っ

て
い
る
温
暖
化
の
影
響
を
伝
え
よ

う
と
、
冊
子
「
地
球
が
危
な
い
世

羅
が
危
な
い
」
を
作
成
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
会
合
で
脱
温
暖
化
の
必
要

性
を
町
民
に
呼
び
か
け
て
き
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
取
り
組
み
を
町

全
体
に
広
げ
る
た
め
に
は
、
母
体

と
な
る
組
織
の
設
立
が
不
可
欠
で

あ
る
と
感
じ
、
こ
の
活
動
に
共
感

し
て
い
た
町
の
担
当
者
を
加
え
て

「
地
域
協
議
会
設
立
発
起
人
会
」

を
立
ち
上
げ
た
。

　
そ
し
て
、
三
回
の
会
合
で
役
割

や
構
成
員
な
ど
の
あ
り
方
を
会
則

に
ま
と
め
、
設
立
総
会
に
至
っ
た
。

　
こ
の
日
、
発
起
人
の
一
人
で
、

協
議
会
の
初
代
会
長
に
就
任
し
た

落
合
脩
さ
ん
は
、「
世
羅
町
ら
し

さ
を
出
し
た
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

ま
た
、
町
も
積
極
的
に
協
働
す
る

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
来
賓
と
し

て
出
席
し
た
山
口
寛
昭
町
長
は
、「
脱

温
暖
化
を
町
民
共
通
の
認
識
に
し

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
猛
暑
が
続
く
こ
の
夏
、
世
羅
町

で
町
民
が
一
体
と
な
っ
た
熱
い
活

動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

（
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
山
下 

祐
治
）


